
１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

（第三種郵便物認可）（3） 2005年（平成 17年）7月31日（日）第 2594 号

計
量
制
度
の
見
直
し
始
ま
る

計
行
審
に
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
を
設
置

　
　
年
内
め
ど
に
基
本
方
向
、　
年
春
に
と
り
ま
と
め

06

　
計
量
制
度
の
見
直
し
が
正
式
に
開
始
さ
れ
た
。
7
月
　
日
に
開
か
れ
た
計
量
行
政
審

26

議
会
（
田
導
雅
元
会
長
）
は
、
検
討
の
た
め
に
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
を
設
置
し
た
。

同
委
員
会
の
下
に
は
3
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
け
る
。
小
委
員
会
の
第
1
回

会
合
は
8
月
8
日
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
小
委
員
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
検
討

を
も
と
に
年
内
を
め
ど
に
計
量
行
政
審
議
会
で
基
本
方
向
を
審
議
す
る
予
定
。
2
0
0

6
年
春
に
は
取
り
ま
と
め
る
。

　
年
第
1
回
計
量
行
政
審
議
会
開
く

05
　
2
0
0
5
年
（
平
成
　17

年
）
第
1
回
計
量
行
政
審
議

会
が
、
7
月
　
日
　
時
か
ら

26

13

東
京
・
霞
ヶ
関
の
経
済
産
業

省
本
館
　
階
第
1
共
用
会

17

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
審
議
会
開
催
は
、

新
し
い
計
量
行
政
の
方
向

に
つ
い
て
中
川
昭
一
経
済
産

業
大
臣
か
ら
諮
問
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。

4
つの
検
討
課
題

　
諮
問
内
容
は
臼
計
量
器
の

検
査
・
検
定
、
渦
消
費
者
に

身
近
な
商
品
の
適
正
計
量
、

嘘
計
量
標
準
・
標
準
物
質
の

供
給
体
制
の
整
備
、
ま
た
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
確
保
、

唄
そ
の
他
計
量
単
位
、
計
量

士
に
係
る
制
度
な
ど
横
断
的

事
項
、
の
4
点
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
合
理
的
、
効
果
的

か
つ
持
続
的
な
制
度
、
体
制

は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
検
討

す
る
。
1
9
9
3
年
（
平
成

5
年
）
以
来
の
計
量
法
の
大

幅
な
見
直
し
に
な
る
。

　
制
度
見
直
し
の
前
提
に
は

「
官
か
ら
民
へ
」「
国
か
ら

地
方
へ
」
と
い
う
国
の
行
政

に
お
け
る
基
本
方
針
の
変

遷
に
合
わ
せ
、
計
量
制
度
も

改
正
さ
れ
て
い
る
が
、
必
ず

し
も
ス
ム
ー
ズ
に
運
用
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い

と
い
う
認
識
が
あ
る
。
各
委

員
は
、
消
費
者
、
メ
ー
カ
ー
、

学
識
経
験
者
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
計
量
に
係
わ
る
立
場
か

ら
、
日
頃
計
量
行
政
に
抱
い

て
い
る
意
見
や
、
審
議
会
に

対
す
る
期
待
を
述
べ
た
。

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

を
設
置
し
て
検
討
す
る
。
小

委
員
会
の
下
部
機
関
と
し
て

臼
検
定
・
検
査
制
度
の
あ
り

方
等
、
渦
量
目
規
制
の
あ
り

方
等
、
嘘
計
量
標
準
・
標
準

物
質
の
供
給
等
、
の
3
つ
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W

G
）
を
設
け
る
。

　
検
討
体
制
に
関
し
て
、
こ

れ
ま
で
計
量
行
政
審
議
会
運

営
規
程
に
W
G
に
関
す
る
項

目
が
な
か
っ
た
た
め
、
規
程

の
改
正
が
提
案
、
承
認
さ
れ

た
。
小
委
員
会
メ
ン
バ
ー
を

田
導
会
長
が
指
名
し
、
全
員

が
受
諾
し
た
。

小
委
員
会
は
8
月
　

8
日
に
初
会
合

　
8
月
8
日
に
小
委
員
会
を

開
き
検
討
を
開
始
す
る
。
以

降
小
委
員
会
や
W
G
で
分
野

別
に
検
討
し
、
進
行
状
況
に

応
じ
、
年
内
を
メ
ド
に
審
議

会
で
基
本
的
方
向
を
審
議
す

る
。
2
0
0
6
年
（
平
成
　18

年
）
春
に
取
り
ま
と
め
を
行

う
予
定
。

N
M
I
J
計
測
ク
ラ
ブ

　
　
発
足
会
開
か
れ
る

　
　
産
業
技
術
総
合
研
究
所

（独）
（
産
総
研
）
計
量
標
準
総
合

セ
ン
タ
ー
（
N
M
I
J
）
が

立
ち
上
げ
た
計
測
ク
ラ
ブ
の

発
足
会
が
、
7
月
　
日
に
東

22

京
・
丸
の
内
の
産
総
研
ベ
ン

チ
ャ
ー
開
発
戦
略
研
究
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
開
か
れ

た
。
各
部
門
の
担
当
者
が
ね

ら
い
や
概
要
を
説
明
し
た
。

発
足
式
の
後
、
懇
談
会
が
行

わ
れ
た
。

　
日
本
国
内
の
も
の
づ
く
り

に
お
い
て
、
国
際
的
な
競
争

力
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
計
量
標

準
の
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
し
か

し
、
工
業
標
準
と

し
て
幅
広
く
認
知

さ
れ
て
い
る
J
I

S
（
日
本
工
業
規

格
）制
度
に
比
べ
、

計
量
標
準
を
担
保

活
動
例
：
非
接
触
三
次
元
測

定
機
測
定
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ク

ラ
ブ
（
計
測
標
準
研
究
部
門

長
さ
計
測
科
幾
何
標
準
研
究

室
高
辻
利
之
室
長
）：
産
技

連
分
析
分
科
会
（
計
測
標
準

研
究
部
門
先
端
材
料
科
小
島

勇
夫
科
長
）

及
を
目
的
と
し
て
い
る
。
国

際
的
な
計
量
標
準
の
維
持
供

給
を
は
か
る
メ
ー
ト
ル
条
約

が
広
く
行
き
渡
る
よ
う
、
今

後
力
を
入
れ
て
い
く
分
野
で

あ
る
、
と
ク
ラ
ブ
発
足
の
意

義
を
強
調
し
た
。

　
今
後
は
ク
ラ
ブ
単
位
の
活

動
が
主
に
な
り
、
全
体
の
会

合
は
来
年
1
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
。
当
日
の
進
行
は
以

下
の
通
り
。

▽
 挨
拶
（
計
測
標
準
研
究
部

門
田
中
充
部
門
長
）
▽
N
M

I
J
計
測
ク
ラ
ブ
の
概
要
説

明
（
同
部
門
松
本
弘
一
副
部

門
長
）
▽
N
M
I
J
の
国
際

対
応
に
つ
い
て
（
計
量
標
準

管
理
セ
ン
タ
ー
国
際
計
量
室

岡
路
正
博
室
長
）
▽
個
別
ク

ラ
ブ
の
紹
介
（
ク
ラ
ブ
事
務

局
永
井
聰
氏
）
▽
ク
ラ
ブ
の

す
る
J
C
S
S
制
度
は
、
一

般
ユ
ー
ザ
ー
の
域
に
浸
透
し

て
い
る
と
は
い
え
な
い
現
況

に
あ
る
。
そ
こ
で
産
総
研
が

舵
取
り
役
と
な
り
、
誰
も
が

参
加
で
き
る
計
量
・
計
測
に

関
す
る
情
報
交
換
の
場
と
し

て
、
計
測
ク
ラ
ブ
が
設
け
ら

れ
た
。
J
C
S
S
認
定
事
業

者
、
都
道
府
県
や
大
学
等
の

研
究
機
関
か
ら
メ
ー
カ
ー
、

ユ
ー
ザ
ー
に
至
る
ま
で
、
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
性

を
認
識
さ
せ
、
J
C
S
S
制

度
の
利
用
者
拡
大
に
つ
な
げ

た
い
と
し
て
い
る
。

　
式
の
冒
頭
、
計
測
標
準
研

究
部
門
田
中
充
部
門
長
が
挨

拶
し
た
。
計
測
ク
ラ
ブ
は
、

ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の
よ
う
な

ニ
ー
ズ
を
持
っ
て
い
る
か
の

調
査
と
、
産
総
研
の
成
果
普

◇
光
コ
ム
ク
ラ
ブ

（
時
間
周
波
数
科
波
長
標
準

研
究
室
、
長
さ
計
測
科
長
さ

標
準
研
究
室
）

【
研
究
会
】光
コ
ム
技
術
は
、

光
通
信
分
野
で
必
須
な
、
よ

り
厳
し
い
波
長
管
理
の
た
め

の「
光
周
波
数
計
」や
、分
光
・

分
析
技
術
に
応
用
で
き
る

「
光
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
」
の
実

現
の
た
め
の
中
核
技
術
で
あ

り
、
ま
た
長
さ
計
測
の
高
度

化
や
通
信
帯
の
光
コ
ム
を
利

用
し
た
フ
ァ
イ
バ
に
よ
る
標

準
の
伝
送
な
ど
、
標
準
供
給

体
制
の
効
率
化
な
ど
に
も
応

用
可
能
で
あ
る
。
こ
の
応
用

に
つ
い
て
技
術
的
な
研
究
会

を
開
催
す
る
。
ま
た
科
振
費

（
科
学
技
術
振
興
調
整
費
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
の
開

発
」
成
果
報
告
会
を
7
月
に

行
っ
た
。

◇
長
さ
ク
ラ
ブ

（
長
さ
計
測
科
長
さ
標
準
研

究
室
） 

【
技
術
相
談
、
情
報
発
信
】

長
さ
関
連
量
に
関
す
る
技
術

相
談
に
応
え
る
。
ま
た
長
さ

関
連
量
に
関
す
る
論
文
や
解

説
、
政
策
な
ど
を
会
員
に
紹

介
し
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す

る
。

【
研
究
会
】
年
に
3
〜
4
回

程
度
研
究
・
研
修
会
を
開
催

し
、
会
員
間
で
長
さ
関
連
量

の
知
識
、
技
術
、
情
報
を
共

有
す
る
。
講
師
は
、
テ
ー
マ

に
応
じ
て
、
N
M
I
J
や
外

国
標
準
研
、
長
さ
関
連
量
校

正
事
業
者
、
大
学
な
ど
か
ら

招
聘
す
る
。

◇
非
接
触
三
次
元
測
定
機
測

定
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ク
ラ
ブ

（
長
さ
計
測
科
幾
何
標
準
研

究
室
）

【
情
報
交
換
】
縞
投
影
や

レ
ー
ザ
ス
キ
ャ
ン
な
ど
の
技

術
を
利
用
し
て
、
非
接
触
で

工
業
製
品
や
人
体
形
状
を
測

定
す
る
装
置
が
増
え
て
い

る
。
産
総
研
で
は
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
を
設
置
し
、
こ
れ
ら

装
置
の
精
度
評
価
法
を
標
準

化
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
光

学
式
非
接
触
三
次
元
測
定
機

に
関
す
る
情
報
の
収
集
、
国

内
外
の
機
関
と
の
情
報
交
換

及
び
交
流
、
活
動
成
果
の
普

及
や
広
報
を
行
う
。
今
年
度

は
ド
イ
ツ
の
規
格
に
従
っ
た

評
価
法
に
基
づ
く
持
ち
回
り

測
定
を
会
員
と
行
い
、
そ
の

問
題
点
を
洗
い
出
す
。

　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
年
会
費

は
法
人
　
万
円
、
個
人
2
0

20

0
0
円
。
持
ち
回
り
測
定
は

法
人
会
員
の
み
参
加
可
能
。

（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

計
測
ク
ラ
ブ
2
0
0
5
年
度

活
動
計
画
概
要


